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研究成果の概要（和文）：本研究は、科学と芸術をはじめとする人間の「知の体系」は、豊かな自然や生物多様
性を根源とするという考えに基づいている。本研究では1992年以後ユネスコを中心とした国際機関が最重要課題
の一つとして着目している、生物多様性と言語・文化多様性の相互関係を明らかにすることを目的とし、マダガ
スカル、トンガ、イースター島などの亜熱帯地域の島嶼国で現地調査を行い、現地の人々の生物遺伝資源の利用
方法の調査を実施した。なかでも、植物利用に着目し、伝統医療に使われる植物に関して、映像ドキュメンテー
ションを記録し、アーカイブの準備を進めている。

研究成果の概要（英文）：This study is based on the idea that mankind’s “system of knowledge,” 
including science and art, originates from abundant nature and biodiversity. This study aims to 
identify the correlation between biodiversity and linguistic and cultural diversity, which UNESCO 
and other international organizations have considered to be one of the most important issues since 
1992. The study included a field survey in island countries in subtropical regions, such as 
Madagascar, Tonga, and Easter Island, and a survey to investigate the ways local people use 
biogenetic resources. This study particularly focuses on plant usage, and progress is being made in 
recording video documentation of plants used in traditional medicine, and in preparing an archive. 
While video production is underway in the local language with English subtitles, time will be 
required for releasing the results due to sensitive issues relating to intellectual property rights,
 biogenetic resources, and portrait rights.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、トンガとマダガスカルを具体的事例として取り上げ、その地域社会の人と自然の関わり及びそれが
投影された言語表現の収集を行った。言語多様性と生物多様性はどちらも相互に関連しているとされ、どちらか
一方が失われると、もう片方も失われる。豊かな自然があるからこそ、その自然を題材にした歌、慣用句、感情
表現が生まれ、その自然ー例えばある固有種ーが失われると、やがてその自然を用いた言語表現も消失する。本
研究は、自然にまつわる博物誌の記録と保存に加え、言語多様性と生物多様性の相互関係を示す一つの資料と
し、他の地域や言語を観察する際や、人間と生物とのかかわりを考察するために有益である。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
近年になり、生物多様性の高い（低い）地域と言語多様性の高い（低い）地域が地理
的に一致していることが指摘されている(Nettle 1996, Harmon 1995, 1996, Sutherland 
2003 等)。Gorenflo et al. (2012) の研究によると、世界の 6900 以上の言語のうち 4800
の言語が生物多様性の高い地域で話されている事が明らかとなった。生物多様性の高
い地域の生物の固有種が失われると、言語の多様性も消失する。言語の多様性が消失
すると、生物に関する人の知識や自然利用も消失し、生物多様性と言語多様性は、相
互に密接に関係している。危機言語の保存を重視している UNESCO は、先住民の言語
と生物多様性の関連性にも着目し、先住言語を話す人々の数の動向が、2010 年生物多
様性目標指針に登録されており、生物多様性条約の枠組み内に組み込まれた。オース
トロネシア語圏に関しては、危機言語が多い事が同分野の研究者内では知られている
一方、未記述の言語が多いため情報が乏しい。（Florey 2005, Adelaar 2010）。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、(1)これまでに引き続きマダガスカル語諸方言、ルルツ語（仏領ポリネシ
ア）、ラパヌイ語（イースター島）の体系的記述を行い人称代名詞、限定詞、動詞形態論な
ど同語族に特徴的な項目を重点的に分析をすること、(2) オーストロネシア語圏の他の地
域を自然利用や生物に関連する語彙に限定して広域調査を行い、対象地域の生物多様性と
言語多様性の関連性を明らかにすることである。具体的には、近年研究者及び UNESCO
が着目している「生物多様性の高い（低い）地域と言語多様性の高い（低い）地域は一致
している傾向がある点」、「生物多様性と言語多様性の一方が消滅すれば、もう一方も消滅
するというという点」を視野に入れて調査を行い、オーストロネシア語圏における生物資
源の利用とそれを反映する言語資料の収集と分析を行うことである。 
 
３．研究の方法 
本研究は、現地調査に基づく一次資料を基に言語を記述することをベースにし、調査の際
に「生物多様性の視点」から言語を観察することに焦点を置く。応募者が既に研究を進め
ている言語と、新たに着手する言語で方法を変える。既に調査が進んでいる言語（マダガ
スカル語諸方言、ルルツ語、ラパヌイ語）は、動詞文、譲渡可能・不可能の人称代名詞を
用いた例文を集め、さらなる形態・統語分析を進める。また、自然現象や動植物に関連す
る民話やことわざ等の資料を重点的に集める。 
 
４．研究成果 
仏領ポリネシアやイースター島等、研究開始予定当初に予定していた学術調査地の、現地
協力者の体調や家族上の問題（出産し研究を長期的に協力することが困難になった等）、航
空券の高騰など様々な外部要因により、調査地は、オーストロネシア語圏ではあるが、マ
ダガスカル、トンガ、フィジーへと変更となった。しかし、マダガスカルでは報告者が長
年調査してきた基盤があることもあり、順調に調査を続けることができ、伝統医療や呪術
に詳しい協力者から映像資料を入手することができた。トンガでは初回の調査から友好的
関係を築くことができ、西洋医学では対処できなかった老婦人の病気を、古代からの伝統
医療技術によって治療していく過程を調査し、トンガ伝統文化保存センターのスタッフと
ともに、トンガの植物利用―特に薬用植物を中心としてーに関する詳細な調査を行うこと
ができた。 
 しかしこれら得た資料は、現地の知的財産権や生物遺伝資源の適正利用といった様々な
倫理問題がかかわり、得た情報を簡単に公開することはできず、現地の人との理解や、政
府機関との交渉といった繊細な問題を抱えている。 
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